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の貧困率も高くなり、子ど
も食堂にて食事に漸くあり
つける子がいることや、大
学進学には奨学金に頼らざ
るを得ない社会自体が異常
である。今こそ、働く人、
地域の人の生活・福祉の向
上にむけて、役割を発揮す
ることが重要である。
　このため、働く人自らの
福祉向上を目的に設立した
福祉事業団体の運営を強
化・促進するため、連合石
川・労福協・労金・全労済
で構成する４団体懇談会に
おいて、自主福祉事業の拡
大を図る努力を皆さんとと
もに行っていきたい。ご協
力をお願いする。」と主催者
を代表して挨拶した。
　続いて、石川県知事の祝

労働組合と福祉事業団体の連携強化へ！

　石川労福協は、第 56 回
通常総会を６月９日（金）金
沢市内のフレンドパーク石
川において開催した。
　柚木光副理事長が、先に
開かれた中央労福協主催
の 2017 年度全国研究集会
でのホームレス支援活動に
触れながら開会挨拶をした
後、委任状を含め代議員全
員の出席で総会が成立して
いることを宣言して議長に
村上睦代議員を選出し、村
上議長の登壇挨拶の後、議
事が進められた。
　西田満明理事長が「大手
と中小の企業で月例賃金に
約７万円もの差がある現在、
まともに働いていても格差・
貧困に好まずとも陥ってい
るのが現状である。子ども

西田理事長

第56回通常総会

第56回通常総会

柚木副理事長

新谷県労働企画課長

東田金沢市労働政策課長

近藤民進党石川県連代表

盛本社民党石川県連合代表
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（６月 25 日現在）
開催日 曜日 　　　　行　　事 　　会　　場

6月27日 火 小松・能美地域 LSC 総会 ホテルサンルート小松

29日 木 メーデー協賛 第 49 回勤労者写真サロン展 白山展（～７月２日） 白山市民工房 うるわし

7月  1日 土 2017 インクルーシブ教育実現！北陸集会 教育会館

4日 火 連合石川 第１回自主福祉運動推進会議 能登地区 能登町柳田山村開発センター

5日 水 労福協 第３回理事会 フレンドパーク石川

6日 木 メーデー協賛 第 49 回勤労者写真サロン展 小松展（～９日） 小松市民ギャラリー ルフレ

8日 土 白山・野々市地域 LSC 退職前セミナー 白山労働会館

〃　 〃 小松・能美地域 LSC 退職前セミナー 小松市民センター

10日 月 連合石川 第１回自主福祉運動推進会議 かが地区 ホテルサンルート小松

13日 木 中央労福協 地方労福協事務担当者研修会（～ 14 日） 東京都

〃　 〃 全国会館協議会 2016 年度第３回幹事会（～ 14 日） 滋賀県

14日 金 メーデー協賛 第 49 回勤労者写真サロン展 輪島展（～ 17 日） 輪島市文化会館

15日 土 労福協 第 12 回婚活行事 恋をみつけて Summer ランチパーティー 招龍亭

19日 水 労福協 第１回事業団体連絡会議 フレンドパーク石川

22日 土 食とみどり水 NW 海洋資源学習会 羽咋市柴垣、千里浜

〃　 〃 加賀地域 LSC 退職前セミナー かが交流プラザさくら

25日 火 中央労福協 事業団体・地方労福協合同会議（～ 26 日） 東京都

27日 木 労福協 福祉グラウンドゴルフ中央大会実行委員会 フレンドパーク石川

31日 月 全労済石川代表者会議、石川県勤労者共済生協通常総代会 労済会館

8月  3日 木 労福協 第 15 次日中友好訪問代表団 訪問説明会 フレンドパーク石川

5日 土 金沢地域 LSC 退職前セミナー 〃  　　　　　　　　

7日 月 中部労福協 第５回労働者福祉運動の理念、歴史、リーダー養成講座（～８日） 三重県

28日 月 労福協 第 15 次日中友好訪問代表団（～９月２日） 中国蘇州市ほか

30日 水 中央労福協 新公益法人制度の研修・情報交換会 東京都

これからの行事予定

辞を石川県商工労働部労働
企画課の新谷徹課長が、金
沢市長の祝辞を金沢市経済
局労働政策課の東田真澄課
長がそれぞれ代読し祝意を
述べた。さらに、近藤和也
民進党石川県総支部連合会
代表と盛本芳久社会民主党
石川県連合代表が祝辞を述
べた。
　議案審議に入り、第１号
議案、第２号議案、第３号
議案をそれぞれ報告・提案
し満場一致で承認された。
　任期満了に伴う役員改選
では、立候補者全員を選任
し、役員報酬等の支払いに
ついても提案どおり承認さ
れ、全ての審議を終了し、
光林邦彦副理事長が「少子
高齢化や格差・貧困が拡大

村上議長

光林副理事長

退任された長㟢監事

する厳しい社会情勢において、労福協の役割が
益々重要になってきている。ご参集の皆さん、
労福協に集う各団体とともに、暮らしのサポー
トセンターとしての機能を働く人・生活者のた
めに発揮していきたい。」と挨拶し総会を締めく
くった。総会終了後、直ちに開催した第２回理
事会において、役員体制が決定された。

 2017 年度役員体制
理 事 長：西田満明
副理事長：柚木　光、光林邦彦
専務理事：中川　博
理　　事：宮下　亮、横山和男、溝田　勝、
　　　　　後本康裕、髙　芳晴、西尾茂人、
　　　　　宅本門示、湊口洋伸、船塚俊克、
　　　　　福田佳央、中西伊知郎
監　　事：石塚　聡、柚木貴芳

　なお、長﨑正氏が監事を退任し、後任には石
塚聡監事が就任した。
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中央労福協全国研究集会

　県内７地域のライフ ･ サポートセンターの総
会が開催され、新年度に向けて取り組みがスター
トした。

※小松・能美地域は６月 27 日開催予定。

地域 LSC 名 総会開催日 会　　長 事務局長
白山・野々市 ５月 25 日（木）柚木　茂二 掘　　善一

加賀 ５月 26 日（金）山本　和志 御舘　啓太
河北 ５月 27 日（土）宮下　　亮 森山　博明

七尾・鹿島 ６月 １日（木） 角三　外弘 谷内　英明
金沢 ６月 ９日（金） 綿　　征一 松浦　政雄
羽咋 ６月15 日（木）中條　　忠 上田　清春

珠洲・能登 ６月 23 日（金）谷　　良治 加藤　政道

LSC総会

勤体協

　中央労福協は、
６月５日（月）、６
日（火）の両日、横
浜市の「ワークピ
ア横浜」にて「どう
す る 日 本 の 貧 困

問題！求められる地域の役割とは？」をメイン
テーマに、「2017 年度全国研究集会」が開催さ
れ、本県からの６人を含む約 320 人が、全国か
ら参加した。
　主催者を代表し、神津里季生中央労福協会長
が、「給付型奨学金制度の創設が実現したこと
に感謝したい。引き続き、奨学金制度の拡充と
改善に向け取り組みたい。我が国では、経済的
な格差と貧困が拡大し、単身高齢者の生活保護
受給者は増加を続けている。更に超少子高齢化
が急速に進展する我が国にあって、政府が今行
うべきは、税・社会保障を通じた所得再分配機
能の強化であり、働き方改革の実現である。」と
挨拶された。
　続いて、来賓の黒岩祐治神奈川県知事、柏木
敎一神奈川県労福協会長から歓迎の挨拶があっ
た。
　１日目の講演Ⅰは、山崎史郎・前内閣官房地
方創生総括官より、「社会の変化と生活困窮者
自立支援」と題し、「生活困窮者の支援について
は、要支援者を早期に把握するとともに、社会
で孤立する困窮者に対し、困窮状態から脱却す
るため、『自らの能力・特性を生かして、自立
した生活が送れることを支援する自立支援』と

『社会の中で生き、認められることを支援する
共生支援』が重要になってくる。」と話した。
　講演Ⅱは、宮本
みち子放送大学副
学長が、「日本に
おける子どもの貧
困の状況と対策」
と題し、「日本の
貧困の上昇推移は、1980 年代からで、貧困率の
上昇は 20 年以上も続いている。貧困の原因と
しては、格差の拡大、家族形態の多様化（単身・
一人親世帯）など様々である。また、貧困と言

われる子や親は社会から排除され孤立する傾向
にあるため、将来を担う若者への投資の強化や
新しい社会保障の理念の確立など、貧困の連鎖
を今こそ断ち切らなければならない。」と話した。
　２日目は、特別報告として、①「様々な協働
によるフードバンク活動の推進」、②「子ども食
堂の取り組み」に関する報告が行われ、特別公
演として生笑一座（いきわらいちざ）の野宿や
ホームレスなどで極限生活の経験者と支援者が
笑いを交えて、「生きてさえいればいつか笑え
る日が来る」と題し公演が行われ、２日間の研
究集会を終えた。� 専務理事　中川　博
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メーデー協賛「第 49回写真サロン展」が開幕
　勤文協（石川県勤労者文化協
会）による第 88 回石川県統一
メーデー協賛「第 49 回勤労者写
真サロン展」が、６月８日（木）
石川県庁展望ロビーを皮切りに
始まった。
　金沢展の最終日となる 11 日

（日）には表彰式・合評も行われ、
会場は多くの出品者や来訪者で
賑わい、この先の加賀、七尾、
白山、小松、輪島での移動展に
弾みをつけた。

メーデー実行委員長賞
「傘開くメーデー」
宅本　門示（金沢市）

金沢市長賞
「煌く」

中川　友子（金沢市）

勤文協会長賞
「朝の語らい」
星名　哲（かほく市）

七尾市長賞
「晩秋の煌めき」
舟野　喜代子（金沢市）

白山市長賞
「帰路　かえりみち」
前河原　秀夫（中能登町）

招待奨励賞
「清流」

田中　外志夫（金沢市）

輪島市長賞
「夕影」

村田　秀治（金沢市）

加賀市長賞
「橅と波紋」
橋本　昭（金沢市）

小松市長賞
「変貌」

山下　静子（金沢市）

北國新聞社長賞
「里山の冬景色」
林　与一（金沢市）

能美市長賞
「飛沫（しぶき）」
室田　利洋（金沢市）


